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＜東地申第３２号（信号通信関係）申し入れ内容＞ 

1. 施策の目的と展望を具体的に明らかにすること。 

2. 東京信号通信設備技術センター信号セクション安全グループにおける「年間を通した平均的な業務量の基

準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

3. 東京信号通信設備技術センター信号セクション企画・人材育成グループにおける「年間を通した平均的な

業務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

4. 東京信号通信設備技術センター信号セクション信号保全グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

5. 東京信号通信設備技術センター信号セクション制御技術グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

6. 東京信号通信設備技術センター信号セクション信号工事グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

7. 東京信号通信設備技術センター信号セクション信号指令設備グループにおける「年間を通した平均的な業

務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

8. 東京信号通信設備技術センター信号セクションメンテナンスセンターにおける「年間を通した平均的な業務

量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

9. 東京信号通信設備技術センター通信セクション総務グループにおける「年間を通した平均的な業務量の基

準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

10. 東京信号通信設備技術センター通信セクション通信保全グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

11. 東京信号通信設備技術センター通信セクション通信工事グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

12. 東京信号通信設備技術センター通信セクション通信指令設備グループにおける「年間を通した平均的な業

務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

13. 品川信号通信設備技術センター信号セクション安全グループにおける「年間を通した平均的な業務量の基

準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

14. 品川信号通信設備技術センター信号セクション企画・人材育成グループにおける「年間を通した平均的な

業務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

15. 品川信号通信設備技術センター信号セクション信号保全グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

16. 品川信号通信設備技術センター信号セクション制御技術グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 
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＜東地申第３２号（信号通信関係）申し入れ内容続き＞ 

17. 品川信号通信設備技術センター信号セクション信号工事グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

18. 品川信号通信設備技術センター信号セクション信号指令設備グループにおける「年間を通した平均的な業

務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

19. 品川信号通信設備技術センター信号セクションメンテナンスセンターにおける「年間を通した平均的な業務

量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

20. 品川信号通信設備技術センター通信セクション総務グループにおける「年間を通した平均的な業務量の基

準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

21. 品川信号通信設備技術センター通信セクション通信保全グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

22. 品川信号通信設備技術センター通信セクション通信工事グループにおける「年間を通した平均的な業務量

の基準」および「年間を通した業務の繁閑」に対する考え方について具体的に示すこと。 

23. 品川信号通信設備技術センター通信セクション通信指令設備グループにおける「年間を通した平均的な業

務量の基準」および「年間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

24. 東京信号通信設備技術センターの勤務体系について、就業規則第 54条・55条・57条・81条別表２の定

めに基づき具体的に明らかにすること。 

25. 品川信号通信設備技術センターの勤務体系について、就業規則第 54条・55条・57条・81条別表２の定

めに基づき具体的に明らかにすること。 

26. 複数機関の兼務発令を受けている社員における勤務指定方法について、具体的に明らかにすること。ま

た、業務指示を行う場合の指揮命令系統について、就業規則第 48 条別表１に基づき具体的に明らかにす

ること。 

27. 電気部門における「メンテナンス体制の改善」２００９年で定めた「７年の育成プラン」と本施策実施における

人材育成の考え方について明らかにすること。 

28. 人事交流と人事異動、セクション間の異動について考え方を明らかにすること。 

29. 各職場の想定している最大の夜間作業者数と寝室（休憩）数を明らかにすること。また、寝室数を超える夜

間作業者が発生した場合の対応について具体的に明らかにすること。 

30. 各事務所の標準収容人数及び一人あたりのワークスペースの共有スペースを除いた大きさを明らかにす

ること。 

31. 本施策における安全性の向上策を明らかにすること。 

32. 各設備技術センターごとのエリア特情における安全指導のあり方について明らかにすること。 

33. 信号社員と通信社員の異常時対応及び機器障害時の対応のあり方についてセクション及びグループごと

に明らかにすること。 
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＜東地申第３３号（電力関係）申し入れ内容＞ 

（共通） 

1. 電力系統の融合について施策の目的と展望を具

体的に明らかにすること。 

2. 今回の施策実施に伴い、電車線・配電・変電を融

合した安全教育及び指導に対する会社の考え方

を具体的に明らかにすること。 

3. 組織再編で電力融合したことによりに安全性が高

まるのか具体的に明らかにすること。また、融合化

における安全性の低下に対する教育及び指導と

作業体制について具体的に示すこと。 

4. 安全指導グループの業務運営について、３系統の

経験者をそれぞれ配置し、３名以上での体制での

運用を考えているのか明らかにすること。 

5. 各設備技術センターのごとの特情教育を実施する

考えはあるのか明らかにすること。 

6. 昼間帯の設備巡回（外線関係）について、建築限

界に立ち入らないという建築限界内作業は線閉

作業の基本とする考え方に変わりはないのか明ら

かにすること。 

7. 昼間帯の設備巡回（外線関係）について、設備環

境に応じた歩行ルート図を施策実施時期の６月ま

でに作成する考えはあるのか明らかにすること。 

8. 昼間帯の設備巡回（外線関係）について、セイフテ

ィーカードによる保安体制の構築と、箇所長の承

認にて作業を実施する体制に変更はないのか明

らかにすること。 

9. １ヶ月の夜間作業の実施回数について、上限を明

らかにすること。 

10. 運転適性検査、医学適性検査に適合していない

社員について設備技術センターにおいて線路内

作業、線閉・停電責任者等についてどのように扱

うのか明らかにすること。 

11. 夜間作業実施時の作業承認書の作成などの安全

ルールに関して、変更点はあるのか明らかにする

こと。 

12. 事故発生時の保安体制の構築について、どのよう

になっているのか具体的に明ら かにすること。 

13. パートナー会社との合同での復旧時の考え方に変

更はあるのか明らかにすること。 

14. 設備事故時の異常時緊急呼出しの考え方につい

て具体的に明らかにすること。 

15. 品川電力設備技術センター総務グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

16. 品川電力設備技術センター安全グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

17. 品川電力設備技術センター企画グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

18. 品川電力設備技術センター保全グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

19. 品川電力設備技術センター工事グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

20. 上野電力設備技術センター総務グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

21. 上野電力設備技術センター安全グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

22. 上野電力設備技術センター企画グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

23. 上野電力設備技術センター保全グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 
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24. 上野電力設備技術センター工事グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

25. 上野電力設備技術センター我孫子在勤における

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

26. 新宿電力設備技術センター総務グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

27. 新宿電力設備技術センター安全グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

28. 新宿電力設備技術センター企画グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

29. 新宿電力設備技術センター保全グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

30. 新宿電力設備技術センター工事グループにおける

「年間を通した平均的な業務量の基準」および「年

間を通した業務の繁閑」を具体的に示すこと。 

31. 品川電力設備技術センター設備技術センターの

勤務体系について、就業規則第 54条・55条・

57条・81条別表２の定めに基づき具体的に明ら

かにすること。 

32. 上野電力設備技術センター設備技術センターの

勤務体系について、就業規則第 54条・55条・

57条・81条別表２の定めに基づき具体的に明ら

かにすること。 

33. 新宿電力設備技術センター設備技術センターの

勤務体系について、就業規則第 54条・55条・

57条・81条別表２の定めに基づき具体的に明ら

かにすること。 

34. 複数機関の兼務発令を受けている社員における

勤務指定方法について、具体的に明らかにするこ

と。また、業務指示を行う場合の指揮命令系統に

ついて、就業規則第 48条別表１に基づき具体的

に明らかにすること。 

35. 各設備技術センターの間内改良スケジュールを明

らかにすること。 

36. 各職場の想定している最大の夜間作業者数と寝

室（休憩）数を明らかにすること。また、寝室数を

超える夜間作業者が発生した場合の対応につい

て具体的に明らかにすること。 

37. 各事務所の標準収容人数及び一人あたりのワー

クスペースの共有スペースを除いた大きさを明ら

かにすること。 

38. 各設備技術センターにおける社員数に対してロッ

カー（共用含む）、トイレ、洗濯機、乾燥機、ユニット

バスの配置数は確保されているのか数量を具体

的に明らかにすること。 

39. 各設備技術センターの工具・材料置き場は十分に

確保されているのか具体的に明らかにすること。 

40. 電気部門における「メンテナンス体制の改善」２００

９年で定めた「７年の育成プラン」と本施策実施に

おける人材育成の考え方について明らかにするこ

と。 

41. 新体制発足後における技術力の維持・向上を目

的にした教育や訓練を実施する考えはあるのか、

また誰が行うのか具体的に明らかにすること。 

42. 副メンテナンスセンター長を配置して人材育成し

てきたこれまでの成果と育成業務における将来展

望を明らかにすること。 

43. 人事交流と人事異動について考え方を明らかに

すること。 

44. 測定器類の取扱いについて、現在まで積み上げて

きたノウハウの分散及び業務遂行に影響を及ぼさ

ない対策はあるのか明らかにすること。 
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45. 現在の各技術センターにおけるプロジェクトグル

ープについて新体制発足後についてどのような処

遇になるのか具体的に明らかにすること。 

46. 現在の各技術センターにおける停電運用担当者

について今後の処遇についてどのようになるのか

具体的に明らかにすること。 

47. 各種システム端末、メンテナンスＰＣ類、計器類の

配備については各設備技術センターへどのように

配備するのか、スケジュール含めて具体的に明ら

かにすること。 

48. 組織再編後の設備管理システムの統廃合につい

て、どのように行うのか取扱いとスケジュールを具

体的に明らかにすること。 

49. 工事に対する発注、監督の役割分担についての

考え方を明らかにすること。 

50. 各職場の工事費の割合については誰が決定し、

通知するのか、その中で各系統の振り分けを誰が

行うのか、管理は誰が行うのか具体的に明らかに

すること。 

51. 現行の複数系統が関係する工事はまとめて契約

するのか明らかにすること。また、監督業務はどの

ように分担するのか、竣工処理はどのグループが

行うのか具体的に明らかにすること。 

52. 警備や待機命令で支払われる単価を変更する考

えはあるか明らかにすること。 

53. 今回の組織再編施策で、パートナー会社への権限

の委譲などを考えているのか明らかにすること。 

54. 仮設設備、災害予備品の財産区分、配置の整備・

管理について明らかにすること。 

55. 業務用自動車の配備・駐車場所について明らかに

すること。 

56. 電車線と配電の各メンテナンスセンター、変電の

デポについての新体制発足後の運用を明らかに

すること。 

57. 在幹分離についての考えに変更はあるのか明ら

かにすること。 

（電車線） 

58. 首都圏本部における至近距離検査の標準作業体制を明らかにすること。 

59. 各設備技術センターにおいて近接検査を実施するにあたり、電車線モニタリングによる検査の実施数はど

うなるのか、本線への導入は何年を見込んでいるのか明らかにすること。 

60. 常磐線や赤羽線のインテ化による業務量の変動により、どのグループの平均出面数に影響が有るのか具体

的に明らかにすること。 

（配電） 

61. 新宿配電メンテナンスセンターで行っている配電所巡視（ＢＴ維持管理の箇所）について、成果と展望を明

らかにすること。 

62. 首都圏本部における配電所巡視の標準作業体制を明らかにすること。また実施する配電所の基準を明ら

かにすること。 

（変電） 

６３．首都圏本部における配電盤総合機能検査、配電盤保全巡回検査の検査手法、標準作業体制を明らかに

すること。 
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